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L は じ め に

　ガ ン ジス 川流域は上 流か ら下流まで 地下水 が砒素 に 汚

染 され て い る。下 流 域 の イソ ド西ベ ン ガル 州 やバ ン グ ラ

デ シ ュ で は，砒 素 汚 染 の 発 見 が そ れ ぞ れ，25年 前 お よ

び 14年前 と古い た め 調査 が進 ん で お り ， 飲料水対策 も

一
定程度なされて い る。しか し，ネパ ー

ル やガン ジス 川

の 中流域 で は，砒素汚染 の 発見 が2000年 以 降 と最近の

た め，汚 染実態 も不 明 な部 分 も多 く，対策 も今後の 課題

とな っ て い る 。

　砒素汚染は，ガ ン ジ ス 川 の 他に ヒ マ ラ ヤ 山系 に そ の 源

を 発す る イ ン ダス 川，イ ラ ワ デ ィ 川，メ コ ン 川，ポー
川

（紅川） お よび黄河な ど の流域で も発生 して い る。ヒ マ

ラ ヤ 山系 には 造山 運 動 に伴 っ て形 成 さ れ た変成帯 （ハ イ

ヤーヒマ ラ ヤ ）が あ り，ヒ マ ラ ヤ 山脈 の 中央 に広 く分 布

して い る 。 ガ ン ジ ス 川 や そ の 他の 川 もそ の 変成 帯 を流れ

て い る の で ，砒素鉱 物の 源は熱変質 を受 け たハ イヤ
ー

ヒ

マ ラヤ に あ る と 筆者 ら は 考 え て い る。

　砒素鉱物を 含む 岩が 砕屑 ・風化 さ れ な が ら，ガ ン ジ ス

川 底や 氾濫原 ま た は 海底に堆積 して地 層 を形成 し，帯水

層中 で の 化 学 ・生物学 的 な反 応 に よ り砒 素 が地 下 水 へ 溶

出 して い っ た 。 砒素 の 溶出機構の 詳細 に つ い て は 文 献

1）を参照 され た い。

　筆者 らは ，1996年 よ り NPO 「ア ジ ア 砒素 ネ ッ トワ
ー

ク （以降 AAN と 略記）」 お よ び NGO 「応用 地 質研究会

（以 降，RGAG と略 記 ）」 と共 同 して ，バ ン グ ラ デシ ュ

にお け る地 下 水 の 砒 素汚 染実態 と汚染 メ カ ニ ズムの 解 明，

お よび 代替水 源 装置の 開発に取 り組 ん で き た 2〕
。

　 こ れ らの 成果 を踏 ま え て ，2002年 か らガ ソ ジ ス 川 の

支流域で あ る ネ パ ー
ル

・
テ ラ イ 平原 で 調査

・
対策 を行 っ

た が ，治安上 の 問 題で 2005年 に ス ト ッ プ して い る 。さ

ら に，テ ラ イ平 原 か ら多 くの 支流 が 流 入 す る ガ ソ ジ ス 川

中 流域 ・ウ ッ タル プ ラ デ シ ュ 州 （以 降 UP 州 と略 記 ）で

調査 を2006年 よ り始 め て い る。 な お ， テ ラ イ平原 と UP

州の 調査は 宮崎大学の 全学的プロ ジ ェ ク トで も あ り， 本

学 に おけ る国際貢献 の 大きな柱 に な っ て い る。ま た ，

UP 州 の砒 素 汚 染 ミ テ ィ ゲ
ー

シ ョ ン を 対象 に ，本学 は

JICA草 の根技術 協 力 事業 を AAN と共 同 して 来年度 よ

り実施 す る運 び に あ る 。

　本文で は，こ れ らの 活動 の 中 で も っ と も成 果 が得られ
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て い るバ ソ グ ラ デ シ ュ で の調 査 や対 策等の取 り組み を紹

介 した い 。 そ れ を通 じて ， 地 盤工 学技術者の 国際貢献や

現地へ の 技術移転の あ り方を考 え て み る こ と とす る。

2． 砒素汚染状況 と砒素 ミテ ィ ゲ
ー

シ ョ ン

　2．1 砒素汚染状況

　パ ソ グ ラデ シ ュ で 地下水の 砒素汚染 が最初 に み つ か っ

た の は1993年，ガ ン ジ ス 川沿 い の 西 の 端，イ ン ド西 ベ

ン ガ ル 州 と接す る地 域 で あ り，慢性砒素中毒患者もそ こ

で 1994年 に 初 め て 8 人 確認 さ れ た。当時，イ ン ド西 ベ

ソ ガ ル 州 で は す で に 広 範囲 な砒 素汚 染地 域 が認 め られ，

慢性砒素中毒患者 も20万 人 に 及 ぶ と言 わ れ て い た 。

　 イギ リス 国 際開発部局 （DFID ）が バ ソ グ ラ デ シ ュ 政

府公衆衛生工 学局 （DPHE ） と共 同 し て，1998〜2000

年に 全 国 レ ベ ル の地 下 水 の サ ン プ リン グ調査を行 っ た。

そ の 結果，東南の チ ッ タゴ ン 山岳地 帯 を除 い て，全国 的

に 地 下 水 が 砒素に 汚染さ れ て い る こ とが分 か っ た。こ れ

らの 地 下 水 汚染デー
タ を統 計的 に 解析 した場 合，飲 用許

容値 （50　pg〃）以 上 の 井 戸 水 を 飲 用 し て い る住 民 は，

約2900 万 人に の ぼり，将来癌 に か か る人の 数は 375000

人 と推定 され て い る。

　2002年 2 月 よ り政府 は，こ れ ま で の 調査結果を踏ま

えて ，許 容値 （50　pgfl） を超 え る地 域 を 対象 と して，

世銀援助の も とで 全 国 レ ベ ル の 詳細 調 査 を開 始 した。対

象地 域 は 270郡 （全 国の 郡 数 は 469郡 ） で あ り，各 郡 に

お い て す べ て の 井戸水の ス ク リ
ー

ニ ン グ と代替水 源装置

の 建設が 行わ れ た。そ の結果，許容値を超 え る 井戸の 割

合 は 30％で あ り，汚染率 （許容値以上 の井戸数の 割合）

が 80％ を 超 え る村 の 割合は 15％で あ っ た。ま た，慢性

砒 素中 毒 の 皮 膚症 状 を 有 す る人 は 約 38500 人 で あっ た
4）。

こ の 調査結果を 受け て ，バ ン グ ラ デ シ ュ 政 府 は汚 染率が

80％以 上 の 村 を対象 に して ，2005年度 か ら代替水 源 装

置の 建設を 始め て い る 。

　2．2　宮崎 大学 を中心 と した 研 究活動

　宮崎大 学 は AAN と とも に，1996年 に初め て バ ン グ ラ

デ シ ュ を 訪問 し，翌 1997年よ り2000 年 ま で RGAG ，

NIPSON （国立予防社 会 医療研 究 所 ，バ ン グラ デシ ュ ）

お よ び BUET （バ ソ グ ラ デ シ ュ 工 科 大 学）と共 同 で，

ジ ェ ソ
ー

ル 県シ ャ ム タ 村を モ デル 村 と して ，地 下 水 の 砒

素濃度や 地 下 水 流動 な ど の 詳細調査 を実施 し た。な お，

土 と基礎，55− 3 （590＞
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RGAG は 地質学 エ ン ジ ニ ア を 中心 とす る 日 本 の NGO

で あ り，地 下水流動な ど の 調査解析を担 っ た。

　図
一 1 に シ ャ ム タ村の す べ て の井戸 の砒 素 濃度 を示 し

て い る が，50　pg！1を超 え る砒素濃度 を持 つ 井戸が go％
以 上 にな る こ とを 明 らか に した 。 こ の砒素汚染マ ヅ プを

利 用 して ， 我 々 は 代替水源装置 の設置場所などを決定 し

た が ， その ス タ イル はその 後，世界銀行，JICA な ど が

実施した 砒素汚染調査の 際の典型的な方法 とな っ た。ま

た ，我 々 は，こ の 砒 素 分 布 を説 明 し うる よう な砒 素汚 染

メ カニ ズ ム を追 及 し，砒 素は還元 下 で 地 下 水 に 溶出す る

とい う結果 を得た 3〕。

　我 々 はまた，代替水源装置 と して ポン ドサ ン ドフ ィ ル

タ
ー

（PSF ） を 開発 した 。
　PSF は 池 の 水 （砒素 は 含 ま

れ て い な い ）を 砂 利 槽 と砂 槽に よ りろ過 す る もの で ，全

イ ン ド衛 生 公 衆健康研究所 （AIIH ＆ PH ）の PSF5 ）を

改 良 した もの で あ る （図
一2 参照 ）。PSF は今や 地 域社

会 の 水 供給シ ス テ ム に お け る代表 的 な 装置 とな っ て お り，

今 ま で に約 30基の PSF が AAN に よ り設 置 さ れ て い る 。

　シ ャ ム タ 村 の 砒 素対策青年委員会 は ， 我 々 と一緒 に

PSF 設 置 に 携わ っ て 技術 を 吸収 し，今 で は代替水源装

置 の 専門家 と し て 成長 して い る。AAN バ ン グ ラ デ シ ュ

（NGO ）の 専門ス タ ッ フ と して こ こ 数 年来 働 い て い る。

　しか し な が ら，乾季 に は 池 の 水 が 少な くな る の で ，
PSF の 使 用 は 困難 とな る 。 そ れ ゆ え ，

　 PSF の ハ イブ リ

ッ ド利用 として ， 乾季の 問に 井戸水 （砒素汚染水）を注

入 し ， 砒素除去装置 として 利用す る研究が本学 を 中心 に

して 行 われ た。

　実験 は 2002年 か ら始 ま り，成 功 裏 に終 わ っ て い る 。

そ の 後 ，Hybrid 型 PSF は 砒 素 除 去 専 用 装 置 ，　 GSF

図一1　 シ ャ ム タ村 の 砒 素 汚 染 分 布 状 況

池 の 水／地下水

March ，2007

図一2　 PSF ！GSF の構造

論　 　説

（Gravel　Sand　Filter）へ と発展した。その実験は 2 番 目

の モ デル 村，ジ ェ ソ
ー

ル 県 マ ル ア 村 で 行 わ れ た。そ の 性

能 の
一部 を 図

一 3 に示 す 6｝。同 図 は 80世 帯 用 の もの で あ

る が ， その後 ， 中規模 （50世帯用）GSF も開発され，

現在 4 基の GSF が定期的な メ ン テ ナ ン ス の 下で 安全 な

水 を供給 して い る。

　 GSF に よ る砒素除去は，地 下 水 中に 高濃度 に 含 ま れ

る 鉄 分 （数 mg 〃）の 共 沈 に よ り行 わ れ る。鉄 と砒素 と

の 共沈物質 は礫 タ ン ク 中の 礫間 に 沈殿す る。こ の 砒素ス

ラ ッ ジ は定期的な メ ン テ ナ ソ ス 時 に GSF か ら排 出 さ れ

る。

　砒素ス ラ ッ ジ の 溶出試験結果 を図
一 4に 示 す 。 砒素ス

ラ ッ ジ 単体 とセ メ ン ト混合 され た 砒素ス ラ ッ ジ か らの砒

素溶出 割合 を 示 し て い る が ，同割合は ス ラ ッ ジ 中の 全砒

素 量 に 対 して 表現 さ れて い る。セ メ ン トを 混 合 しな い ス

ラ ッ ジ単 体で も，ス ラ ッ ジ 中 の 砒素量 の 約 90％以 上 が

ス ラ ッ ジ 中に残留 して い る 。 こ の 残留率は ， ス ラ ッ ジ重

量 の 2％お よび 10％ の セ メ ン ト混合率に 対 して ，それぞ

れ94％ と96％ に 増加 して い る
ア）。こ れらの試験結果 は，

今後の ス ラ ッ ジ処理 方法 を考 え る際の 基本的な デ
ー

タ と

な るだ ろ う。

　 な お，マ ル ア村 の 砒素対策青年委員会は 我 々 と協 力 し

て ，GSF の 改善 とメ ン テ ナ ン ス を行 っ て きて い る。そ

の 結果，GSF に関 す る技術 は 彼 らに 移転 さ れ て い る。

ス キ ル ア ッ プ した メ ン バ ーは JICAIAAN プ ロ ジ ェ ク ト

お よび AAN バ ン グ ラ デシ ュ （NGO ）で 現在活躍 し て

い る。
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論 　　説

　 2．3AAN を 中心 と した砒素汚染 ミテ ィ ゲー
シ ョ ン

　 AAN は前述 した 1997年 か らの シ ャ ム タプ ロ ジェ ク ト

に コ
ー

デ ィ ネ
ー

タ として 活躍 した。現地 の カ ウ ン タ
ー

パ
ー

ト （NIPSOM ） との 折 衝 ，シ ャ ム タ村 で の 砒 素 対

策委 員会 の 立 ち 上 げ，宮 崎 大 学 や RGAG との 活動 調 整

な ど を行 っ て きた 。

　 パ ソ グ ラデシ ュ 住民は砒素 の怖さを知 らなかっ た。砒

素を含む井戸水は苦 くも痛 く もな い の で，当然 とい えば

当然で あ り，例 え ば故障した代替水 源装置 は その まま 放

置 され る。砒 素 の 怖 さ を知 らな い 限 り，設 置 され た 代替

水 源 装置の メソ テ ナ ン ス は行 わ れ な い。

　 し た が っ て ，AAN の 活動 は ま ず，砒素 に 関す る 啓発

活動か ら始ま り，砒素対策委員会 な どの 設立 ・運営 を 通

じた 自治 意識 の 確 立 ，お よ び 代替水 源建設 費の 10％住

民 負担 を 通 じた主 体性 の 確立 な どへ の 支援 を行 っ て きた。

活動内容を ま とめ て い え ば，啓発，健康管理，代替水源

建設を あわ せ た 総合的 な砒素 ミ テ ィ ゲーシ ョ ン 活動で あ

る。

　 こ の よ う な活 動 が ベ ー
ス とな っ て ，

AAN は，前述 し

た 2002年 か らの 全国 レベ ル の砒素汚染詳細調査の
一

環

を担 う形 で ，JICA技術協力事業 （開発パ ー
トナ

ー
事業）

を行 っ た。一
つ の郡 （シ ャ シ ャ 郡） を対象 と して，日本

人 ス タ ッ フ 数名 と現 地 ス タ ッ フ 30数 名 に よ る 3 年 に わ

た る活 動 で あ っ た。そ の 結 果 ，JICAお よび 外 務 省 か ら

絶賛 を あび る よ うな成果 を えた 。

　 そ の 成果 を 受け て AAN は 2005年 か ら 3 年間の JICA
プ ロ ジ ェ ク ト （PROTECO ） を 実施中で あ る。前述 の

80％汚染村 の 代替水源建設 に 関連 した もの で あ る が，

ジ ェ ソ
ー

ル 県内 2 郡 （シ ャ シ ャ ，チ ョ ウ ガ チ ャ ） を対

象 と した こ の プ ロ ジ ェ ク トは，将 来，海 外 か らの 支 援 が

な くな っ て も，バ ソ グ ラ 政 府 ・国 民 が 自前 ・独 力 で 砒 素

ミ テ ィ ゲー
シ ョ ン 事業 を展開で きるた めの 仕組みづ く り

が主 要な目的 とな っ て い る。

　その た め，村，郡，県の 各 レ ベ ル で砒素対策委員会が

構築され，彼 らが自主的 に健康管理 と代替水供給 を維持

運営 で き る よ うに，AAN か ら派 遣 さ れ た 長 期 お よび 短

期 専 門 家 が そ れ ぞ れ 5〜6 人，現 地 政 府 の ス タ ッ フ と協

働 しな が ら各種 の 技術 移 転を 行 っ て い る 。

　AAN バ ソ グ ラデ シ ュ （NGO ）は，2004年か らPRO −

TECO とは異な っ た砒素対策プ ロ ジ ェ ク トをバ ン グ ラ

デシ ュ
・ロ

ー
タ リ

ー
ク ラブな どか ら委託さ れて 実施 して

い る。前者 （PROTECO ） の ス タ ッ フ の 数は 約 30名 で，

後者 は10名 で あ る 。

　宮崎大 学は，AAN の 行 う代替水 源装置の 選定 や 建設

後 の 技術的 ト ラブ ル に 関 し て ，専門的な技術支援 を行 っ

て い る。RGAG は 例 え ば，深井戸 （代替 水 源装置の
一

つ ）建設の 際の 地 質学的な 技術支援を 行っ て い る。

　AAN は JICA プ ロ ジ ェ ク トを通 して ，啓発，健康管

理 お よび 代替水 供給 に 関 す る実用 的 な技術 を 開発 して き

て い る。
一

方 で 宮 崎大 学 と RGAG は 前述 の よ うに ，そ

の 理 論的知 識 を担 っ て い る。そ の 結果，理 論 と実践 を兼

ね 合 わせ ，か つ 途上 国 に 見合 っ た 有効 な 技術 が移転 さ れ
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て い る とい え る 。

3． バ ン グ ラ デ シ ュ に お け る 砒素汚染 ミ テ ィ

　　 ゲーシ ョ ン の今後一各国の 援助活動内容

　 バ ン グ ラ デ シ ュ の 砒 素 ミ テ ィ ゲー
シ ョ ソ は，ほ とん ど

ユ ニ セ フ，世界銀行な どの 国際機関，および DFID （イ

ギ リス ），DANIDA （デン マ
ー

ク），　 JICA の よ うな 各国

の 国 際協力機関 な どの援助協力 の下 で行 われ て い る 。 そ

れ らの 最 近 の 動 向 と と もに ，最近の 砒 素 ミ テ ィ ゲー
シ ョ

ン の 状況 を述 べ れ ば 次 の よ うで あ る （JICA バ ン グ ラデ

シ ュ か ら の 聞 き取 り に よ る ）。

　 3．1DFID （イギ リス 国 際開発 部局 ）

　DFID は 2002年 7 月，バ ン グ ラ デ シ ュ 政 府 地 方行政

局内に砒素政 策サ ポートユ ニ ッ トを設 立 して ， 代替 水源

装置の リス ク ア セ ス メ ン トや 砒素中毒患者の 分布調査 な

ど を 行 っ て き た が ，2006年度 よ り，各中央省庁 の 上 位

に位置す る 「計 画 委員会 」 を カ ウン ターパ ートと した砒

素対策活動 を展開 す る準備 を して い る。
こ れ は世 銀 の マ

ネージ メ ン トの も とで 行 わ れ ， 地下水管 理調査 と 「計画

委員会」 へ の技術協力 （調査，トレ
ー

ニ ソ グ等）が主 な

活動内容となっ て い る。

　 3．2　 ユ ニ セ フ

　 ユ ニ セ フ は，全 井 戸 調 査 ，啓 発 活動 ，住 民参 加 を通 じ

た代 替 水源 設 置 ，砒 素 中毒患者 へ の サ ポートを行 っ て き

た。今後 は ， こ れ まで の都市給水 ， 村落給水，砒素対策

の 3 部門を 「水供給部門」 に 統合 した 形 で 活動を展開

す る よ うに な っ て い る。新た に 選ん だ 123郡を 対象 と し

て 活動を行う。こ れ らは2010年まで の プ ロ ジ ェ ク トで

あ る が，開始 は2007年 ぐ らい か ら と思わ れ る。

　 3．3DANIDA （デ ン マ
ー

ク 国際 開 発 庁 ）

　DANIDA は こ れ ま で に ，  政 策 実 施 ユ ニ ッ トの バ ン

グラ デ シ ュ 政府地方行政局内の設置，  都市水供給  

農村水供給   砒素 ミ テ ィ ゲ
ー

シ ョ ソ ，などを行 っ て き

た が，2006年か らは活動 の 内容 自体は こ れ ま で とは 大

差 は な い が，考 え方 は 大 き く変 わ っ て い る。す なわ ち，

「砒 素 ミ テ ィ ゲー
シ ョ ン 」 を な く して，「水 供給 衛生分

野の 戦 略 つ く り」 とい う よ うに ，水 供 給 を
一

つ の 枠 組 み

に ま とめ て い る 。 また 既存 の 中央集権 シ ス テ ム で は な く，

活動の 主体を地方 に移行す る，とい うよ うに 変わ っ て い

る。

　3．4　CIDA （カナ ダ国際開発庁）

　砒 素除去装置の 検証プ ロ ジ ェ ク トを政府公 衆衛生工 学

局 （DPHE ）と共 に 進 め て い る。第 1 フ ェ
ーズ は 1999

年〜2004年 に 終わ り，Lead−F ，　SONO ，　ALCAN ，　SIDCO

の 四 つ の 砒素除去装置 が 認 可 を得 て い る 。第 2 フ ェ
ー

ズは2005年末か ら 4，5 年の 予定 で 始ま っ て い る。内容

は 7〜10の 砒素除去装置を 新た に 検証す る と ともに，第

1フ ェ
ーズ で の 4 砒素除去装置の 社会的お よび フ ィ

ー
ル

ド的 な 通 用 性 をユ ニ セ フ と共 同 で検証す る よ うにな っ て

い る 。

　3．5 世界銀 行

　2000年〜2004年 ま で の 全 国的 な 全井 戸 調査 の 資 金 援

土 と基礎，55− 3 （590）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　



The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

助 （借款）を し て きた 。
2005年 7 月 か らは 5年 計 画 で ，

バ ン グ ラデ シ ュ 水供給プロ ジ ェ ク ト （無償援助） を開始

し て い る。活動内容は，  村落パ イ プ給水 300基，  都

市給 水事業 （新規で は な く規 模 拡大 ： 3都市），  コ ミ

ュ ニ テ ィ ベ ー
ス の 代替水源2000基 の設置な ど とな っ て

い る。フ ィ
ー

ル ドで の 展開 と して は活動を砒素 に特化せ

ず，水 供給全 般 に広げ よ うとい う趣 旨 が見 られ る。一
方，

砒 素 ミ テ ィ ゲ ー
シ ョ ン に 関 して は DFID と連 携 して ，

計画委員会 を カ ウソ タ
ーパ ー

トと した政策支援の 活動 を

開始 す る よ うに な っ て い る。

　 3．6　JICA

　JICA は こ れ ま で に，  西 部 3 県の 深 層地 下 水 開発調

査 （2000年 5 月〜2002年11月），  シ ャ シ ャ 郡 に お け る

開発パ ートナー
事業 （2002年 1刀〜2004年 12月，AAN ），

  ユ ニ セ フ との 共 同代替水源装置調査，  深層帯 水 層

デ
ー

タ ベ ー
ス作成 とい う 4 事業 を展 開 し て い る。ま た

2005年12月 よ り，  ジ ェ ソ
ール 県持続的砒素対策プロ

ジ ェ ク ト （2008年 12月 まで，AAN ）を 始め て い る。

　  と  に つ い て 少 し補足す る。  は 前述 した JICA技

術協力事業 （開発パ ートナー事業）で あ り，そ の 成 果 の

一
つ は三 日月湖 を水 源 とした パ イプ給水 の 建設 で あ る 。

バ ソ グ ラ デ シ ュ 農村 に は水道施設は な い の で ， 非常に 評

判が 良 く ， ユ ニ セ フ で も同様の シ ス テ ム が 河川水を使 っ

て 建設予定 とな っ て い る。

　  前述 した PROTECO で あ る。こ こ で は代替 水 源装

置 と して ダ グ ウ ェ ル （直 径 2m ほ どの 井 戸，表 流 水 が

水 源 で あ る た め 砒 索 汚 染 な し），深 井 戸 （砒素汚染さ れ

た 浅水層 との 間に 粘土層 が あれば砒素を含まない ）お よ

び PSF な どが考 え られ て い る。しか し，こ れ ら の 代替

水源装置の 選択 が 不 可 能 な村 （80％ 汚染率村）が あ り，

こ こ で は GSF を併用 す る こ とが 考 え られ て い る。そ の

た め，筆者 らは そ の 設計規格づ く りに 参加 して い る。

4．　 お わ り に

　上 述 した よ うに ，宮崎大学は1997年 シ ャ ム タ村 で，

2002年 か らマ ル ア村 で，つ い で ネパー
ル （2002〜2004

年） とUP 州 （2006年 よ り）の モ デル 村 で 砒素対策プ

ロ ジ ェ ク トを実 施 して きた 8｝。す べ て の プロ ジ ェ ク トは

AAN ，　RGAG お よび カ ウ ン タ
ーパ ートと と もに 実 施 し

て きて い る 9）・10）。

　AAN の 主 な役割は，プ ロ ジ ェ ク トを計画 し，実施 に

当た っ て 各機関 との 調整を行 うこ とに ある。また，本学

およ び RGAG は現地の 課題解決の た め に調査 ・実験 ・

対策を担 っ て きた。

　我 々 が 調査 ・対 策な どを行 う際 ，ど う して もそ の 地 域

の 風 土，習 慣，価 値観 な どの 問題 に 遭遇 す る。そ れ らの

問 題 に 矛 盾 しな い 形 で 調査 ・対 策 な どを行 っ て ゆ かね ば

な らな い
。 しか し，時に は我 々 に も譲 れ な い 価値観が あ

る 。 そ の 折は，互 い の 価値観 の ぶ つ け合 い も必 要 とな る。

　 い ず れ に して も地域の砒素対策委員会 な ど との 共 通 理

解や協同な くして，砒素 ミテ ィ ゲ
ー

シ ョ ン 活動は 成功 し

ない 。AAN が こ の 共 通 理 解や 協 同の 土 俵 づ く りを 行 っ

ハlarch，2007

論　 　説

て き た （私 は AAN の 副 代表 で もあ り，RGAG もほ ぼ

全員が AAN の メソ バ ー
で あ り，皆 もそ の 努力 は し て き

た ）。

　AAN には 土 木 工 学 ，地質学，化学 ，生物学，人 類学 ，

社会学 ， 経済学 ， 写真家 ， 医者，著述業，主婦 な どい ろ

んな分野の ス タ ヅ フ が 存在 し て い る。AAN の も つ 多様

性 が な け れ ば，こ れ まで の 砒 素 ミテ ィ ゲ
ー

シ ョ ン の成果

は得 られ な か っ た で あ ろ う。

　 バ ン グラ デ シ ュ で 我 々 は 10年間活動 して き た 。 確 か

に 現地で も砒素 ミテ ィ ゲ
ー

シ ョ ソ の 成果は あが っ て い る。

しか し，筆者 らも地盤工 学技術者か ら地質化学
・
生物学

を踏ま え た地 盤環境学技術者 へ と，また は 水質化学者か

ら地 下 水 水質化 学者 な どへ とヴ ァ
ージ ョ ン ア ッ プ して い

る。

　大学の役割の
一

つ は，研究の 成果 を社会 に，特に 発展

途 上 国 に還 元 す る こ とに あ る。そ の 還元 を 通 じて さ らに

研究成 果 をあ げ て ゆ く。 こ の場 合，国 内外の NGO との

協力が 不 可欠 とな る が，そ の 協力 は結局，途上 国で の ネ

ッ トワ
ー

ク とコ ミ ュ ニ テ ィ 形成へ と つ な が っ て ゆ く。こ

れ は 我 々 の 持続 可 能な発 展 に と っ ての 基 盤 で あ る と考 え

られ る 。
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